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このように，実学には 2 つの意味があり，ひとつは社会に役立つ学びを行うことである。もう 
ひとつは，そういった学びで得た知識を元に，実社会の具体的なテーマや課題を自らの課題とし 
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に踏み出す力」，「考え抜く力」，「チームで働く力」の 3 つの能力（12 の能力要素）から構成され
ており，「職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくために必要な基礎的な力」として経済産







































ある。2012 年から始まったこの企画に 4 回生と 2 回生の学年を越えたチーム「Girls+」が参加
した。 









旬から約 1 ヶ月間行われた。そして，2012 年 11 月 28 日にデザインクリエイティブセンター神
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である「神戸アミュゼ」（2013 年 3 月 23 日）にて限定 80 個（単価 1500 円）で販売した。販売




ズになった。商品は神戸スイーツマラソン（2013 年 3 月 20 日）の催事場で販売することとなり，
販売当日は雨天だったにもかかわらず，商品の見た目の可愛らしさが好評となり，女性を中心に





そして，2013 年度の KOBE“にさんがろく”PROJECT には，昨年度，2 回生の後輩だったゼ






   
写真 1 神戸牛三昧弁当（左） 写真 2 マシュメレン（右） 








































写真 3 2013年 ひがしなだスイーツめぐりパンフレット 
株式会社」の本社（神戸市東灘区）にお伺いし，代表取締役社長の松本浩之様から直接，この事
業に関する課題をお伺いした。このイベントの課題は，参加者の減少である。2011年が 7,748人
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は東灘区をかけめぐった。その結果，「いいね！」総数は 154人（2014年 3月 7日現在）である
ものの，記事を掲載した際にサイトへのアクセス数が 1000を超える日もあった（写真 7）。こう
いった経緯の中で，新しい出会いとして地域情報活動を通じて地域を活性化する「まいぷれ」様






写真 4 企画提案書 写真 5 スイーツめぐり Tシャツ 写真 6 応援隊フェイスブックチラシ 
  
  















































































写真 9 書籍内容発表後の質疑応答とまとめを行ったホワイトボード 『経営学』（小倉昌男） 
 




















5 人程度のグループに分かれる。上記と同様に「今後の戦略案」を 15 分間で検討した上で，代表
者がその提案内容をホワイトボードに書き出し，発表しあう。 
③の質疑応答を想定したディスカッションは，まず，2 つの事例を担当学生が発表した後，全
員でくじを引いて，どちらの事例を担当するのかを決める。A の事例チームと B の事例チームに
別れ，各事例の今後の戦略案をグループで 15 分間検討し，意見がまとまったら，A チームの発
表を行い，それに対して B チームが質問を投げかける。質疑応答の持ち時間は 3 分に設定してお



















質疑応答 学ぶべきポイント 今後の戦略案 
チームで検討した内容を提案・発表 
Ａチーム Ｂチーム 
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2 回生の混合チームである。それ以外の社会連携も混合チームである。例えば，「第 3 回女子大生
料理クイーンズコンテスト IN 中央市場 至福のランチで女子力アップ」の場合は 4 回生と 3 回




るため，毎週のゼミ後（夜 6 時から 10 時くらいまで）や昼休み，休みの日などに集まって作業











































たれず 中内 言行録」ｐ.41（『同窓会会報 YUHO』No.10，2003 年８月１日号） 
2) 学校法人中内学園流通科学大学（2005）元岡俊一・大溝靖夫編集「ネアカのびのびへこたれず 中内 言行録」
ｐ.124（『季刊「消費と流通」』配年夏） 
3) 学校法人中内学園流通科学大学（2005）元岡俊一・大溝靖夫編集「ネアカのびのびへこたれず 中内 言行録」



















7) 経済産業省 社会人基礎力ページ参照（http://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/about.htm） 
8) インターンシップに訪問する企業へのアポイントは学生が自ら実施している。今回の訪問先は，六甲バター株
式会社様，株式会社淡路屋様，ぐるなび様，エム・シーシー食品株式会社様，株式会社レーブドゥシェフ様，
Cal-farm KOBE 様，西神戸農業経営者協議会様，株式会社ハートス フード クリエーツ様，株式会社 神戸ポ
ートピアホテル様，シーサイドホテル舞子ビラ神戸様（サフィールリゾート株式会社），VegeMerry 様，株式
会社 原田パン様などである。 
9) 「KOBE“にさんがろく”PROJECT：神戸の農産物をトータルに PR」『RYUKA 通信 Vol.10』流通科学大学，
2013 年 2 月号，15−16 頁を参照。 






































19) LOB（ライフ・オン・ボード Life on Board） とは「車に乗り込んでから降りるまで，あらゆるシーンに新
しい価値と経験を提供しよう」という日産自動車が提唱する技術開発のコンセプトである。この企画は学生
の視点から車のインテリアについて運転しやすい，快適，上質と感じるような LOB に関する提案や，車を買
いたいと思ってもらえるような提案を行うものである。 
